
弟六章 変法期における学会 ･報刊 ･学堂の意義

弟一節 概 観

本節においては､変法柳における学会･朝刊･学童の意義について伎概して行く｡

まず､その年代的､地理的拡大について考案して行く｡

変法期の学会･朝刊･学生としては､叔初､光緒21年9月に北京に北京強学会が設立され､9月tこ

は､上掛こ上海範学会が設立され､その様牌虻として､北京強学会では､r中外紀聞｣が､上海戦弓

金では､r強学報Jが発行され､さらに､草堂が加えられることになり､その組械内容が充実発展し

年代的にも地理的にも拡充して行くこととなった｡

また､内容的には､すでに見たように､教育､学問的租税､啓毅的組轍､時IP的政治的組轍として

充実発展し､変法運動に接統しい行った｡

変法運動への抜銃としては､まず､変法論が唱えられて行くこととflった｡洋斬韻も変法論もず

に改雄論であり､独立富髄の中国をめざすものであるが､両者の相適は､前者が議会制度などに-

いても紹介してきたが､どちらかといえば､軍備を藷祝し､外Egの機器の取り入れ､中体西用論をPl

えたのに対して､後者は内政をgIT祝し､政治の革新､制度の改革を唱え､附会説を耽ったところにBi

られる｡

変法論は､改市議ではあるが､箔朝支配体制の肯定､習民合治､淡構不分がその前掛こあり､排欝

思想が弱かった｡この抑 ま､後に滅満興淡をPHえる革命派と対立するものとなり､変法派の中にも筆

法派を断念して､帝柄癖などのように革命派に移る省も出て来る結束となった｡

ついで､頗有為を虫初として変法運動が開始されて行くこととなり､それは､学会･報刊･学宝a

設立超勤と葎くかかわり､その発展と大きな相関鵬係があり､この運動に槻係したのは､頗布鞄､男

啓超､評嗣同などであるので､彼らの運動についても､価見して行く｡

第二節 年代的地理的拡大

まず､学会､報刊､草堂の年代的地理的一覧袋を示しておく｡①
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まず､年代的拡大を見て行く｡

光緒19年には､酋学的な学堂である湖北自我等笠が設立されさている｡

光祐21年には､頗有為は､7月に北京に戦学会を役立し､さらに､9月には､上掛こ襲撃金の分会

を設立し､それを全国にひろめようとした｡また､同年､肺 為は弟の政広仁と瓜架に不月見金を役

立している｡

同年､報刊が3設立され､北京葡学会の枝朗誌として､r中外紀BBJが､上海襲学会の横開披とし

て､r態学報Jが設立された｡その外､この年は､朝刊としては､時邸的flr直報Jが発行された｡

同年､学宝としてIi､西学､中学的な苧塁である天iJ!中西学豊が設立されている｡

以上から見れば､光緒21年には､変法運動に抜碗して行く､北京戦学会､上海強学会とその威阻枚

と不JI足会､また､時印的な r直軸JI､西学中学的な天沖中西学笠の7つが設立されている｡

22年には､学会としては､僅かに上海に良学会が設立された｡北京強学会は官省局に改められた｡

上海強学会は､時ZJT的な内容を持った r時葡報いこ改められ､また､その他の朝刊としては､r楓
が発行された｡

革袋としては､西学的な武芸学宝が役立されている｡

以上､22年中には､良学会､北京葡学会が改められた官省局､上海強学会が改められた r特務職｣

と時印的なri純J､西学的な戒芸学堂の5つが投立された｡
光紺22年から23年にかけては､西学的な学笠としては､界芸学盟､雄文学祉 (広RT)が設立され､
西学､中学的な学笠としては､招興中西学生が､中学的な革袋としては､佼捷学塁が設立されている｡

中学的西学的な学丑としては､湖南数用学生がある｡その他､内容の不明な学生としては､課業小学

生､広仁学宝､湖南明達等掌､八カー準iEi学望､大同学望､実力学望､厚生学社が設立されており､合

計13､設立されている｡

23年には､学会としては､商学的な学会として､井草全 く紳輔)､輿地学会､方言学会､測点学会､

井学会 (上海)､医学着金､大同訳戦局､崇学公会､横済学会､訳沓公会､酉学会､女学会などがあ

り､12以上ある｡

中学的西学的な学会は､蘇学会､聖学会､黙学会など3以上がある｡啓学的な学会は､不Jl足全

く上編､湖南､福槌､シンガポール)､戒切片健全など5以上ある｡

敬治的な学会は､柵学会､知恥学会､雨学会､1g学会の4以上であった｡この時期の学会は､穏蝕

む学問的学会､啓蛍的な学会が大部分であったことが知られる｡

ついで､報刊では､20が設立されているが､酋字的な報刊としては､r訳習公金頼J､r通学偶人

r所学報J､r迎成報JI､r.D学報J､r農学朝Jl､r実学瀬上 r求学報J､r放重刷 の9､中学的酋学的朝
刊としては r空Ⅰ学報Jがある｡

時評的な報刊としは､r知新報J､r国BB報J､r汝朝J､r革叔Jの4つがある｡また､時郷的西学的
報刊としては､r経世朝J､r求起乳I.r利和.Lr淋学報Jの4つがある｡暗中的中学的西学的な稚刊
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としては､r広亡報Jがあった｡性格不明のものは､r蘇海溝報Jlの Lつがある｡
同年､学笠としては､西学的な学生として劉関節学虎､南洋公等が､西軍的中学的芋茎として､江
南鈷才革袋､湖南時務草堂が設立されている｡中学､西学的な草堂として､日本肺 中巨大同学星が､

実学的半里として助学斉が設立されている｡

以上から見る限り光措23年は､学会としては､西学的なものが12､中学的酉学的なものが3､啓滋

的な学会が5､敬治的な学会が4の合計24が設立されている｡

この時期､粕刊は､20設立されており､酉学的なものが9､中学 ･西学的学虎が 1､時中的なもの

が5､時坪的酉学的朝刊が4､時中的中学的確刊がlある｡

学生は､西学ならびに西学､中学的草堂が5､中学ならびに中学､西学的学童が1計6設立されて

おり､学会､朝刊､学望合計で50設立されているのか知られる｡

光緒23年から2JI年のr]訓こ設立された学会は､啓学的な学会としては､群学会､商学的な学会として
は､地学公会､中一軍商学的な学会としてIi､味漣学会､公理学会､性格の不明なものとしては､期学

会の5がある｡

光描24年に設立された､学会､報刊､学豊は以下の通りである｡

まず､学会から見て行くが､この時期に設立された学会は､20あるが､そのうち変改実施までに設

立された学会は10あり､変法実施後にも10あった｡

変法実施前の学会は､政治的な学会としては､繭学会分会､眺学会､保国会､保献金､保沸金､保

Jlt金の6があり､啓配は学会としては､群肋学会の1､四学的学会としては､湖南致用学会､榔州学

会の2､中学､西学的学会としては､湖南rr)1漣学会 lがある｡

変法実施以後に役立された学会は､10あり､政治的な学会は､関学金､封学会､的学会の3であり､

啓変的学会には､延年会､同心会､励志学会の3であり､西学的学会は､法神学金､筆戦会の2であ

り､中学的酋学的学会は､佼牒学会､任学会の2である｡

ついで､この年に役立された報刊は､11あり､変法実施前は6あり､時印的政治的なものは､r時

務EI制 の1である｡西学的なものは､r格致新報Jの1､時坪的西学的な頼刊は､r野学報Jの 1､

時坪的中学的な確刊は､ r鵬 日詰報Jの)である｡また啓顎的な稚刊は､r紫衣朝J､r骨年Jの2

である｡

変法実施後設立された報刊は5で､暗中的な報刊としては､r中外日報J､r自首やJ､r広智報Jの

3であり､西学的な朝刊は､r=商学剛 の1であり､時称的西学的なものは､r東亜頼.Iの 1がある｡
学豊としては､商学的fL学宝として､朝雨相川井草学生､献江杭州寅学蛇､丘学望､B工学豊､広

州時敏学塁の5が設立されている.西学的中学的な尊重としては､貸文学tt(上海)､頁師大学豊､

中国女学望､実学望､湖南識更妃の5､計10の学掌が設立されている｡

光描24科こ設立された､学会､報刊､学堂は､合計で40である｡

最後に､学会､朝刊､草堂の年代的拡大をまとめてLDく｡
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虫後に､学会､朝刊､学重の年代的拡大をまとめて置く｡

以上から見る限り､学会の設立を年代的に見た場合､光緒23､4年にビ-クが見られ､その役割は､

変法鼓吹することにあったことがうかがわれる｡

ついで､朝刊の役立を年代的に見たJA合､光結23､24年の変法実施前がビ-クになっており､軸刊

の役割としては､変法実施に至る､変法思想の宣伝に大きな働きがあったと考えられる｡

さらに､学堂の設立を見た切合､光緒22年から24年の変法契施以前に多くの成立しており､変法実

施のための人材養成に一定の役割を果したといえるであろう｡

ついで､地理的拡大について考蒸して行く｡

光緒19年には､湖北に湖北自我学盟が設立され､光柿21年には､学会としては､北京に北京戟学会

が､上掛 こ上布戦学会､広RTに不親足会が設立された｡朝刊としては､北京に r中外紀聞J､天津に

r直軸ム 江掛 こr教学朝Jができた｡学堂としては､天掛 こ中西学堂が設立されている｡

以上をまとめれば､光輔21年には､直対に4､江爺に2､広東 1であり､3地域に7つの学会､朝

刊､学豊が設立されている｡

光緒22年には､学会としては､上鰍 こ良学会が設立されている｡軸刊としては､上軌こ､悶楓 ､

r範頼JIが股立され､草堂としては北京に遜芸学盟が設立されている｡

以上､光紙22年には､上鰍こ3､位隷にlの学会､報刊､学宝が設立され､2地域に4である｡

光輔22年から23年にかけては､草堂としては､北京に八別布直草堂､上編に辞文学社､湖南に罪芸

草堂､明達学望､校軽挙宝､致用字望､広Wfに孫諜小学望､斬江に相沢中西芋茎､架文学社､広西に

広仁学望､湊門に大同学生､厚生学社､新加波に実力学生が設立されている｡

以上をまとめれば､光維22年から23年にかけては､学掌としては､北京に1､上海に1､細雨に4､

広3捌こ2､斬江にI､広西に1､決門に2､新仙波に1設立されており､8地軌こ13設立されたこと

になる｡

光緒23年には､学会としては､北京に知恥学会､経済学会､酉学会､喝学会の4､江軒に改岨学会､

蘇学会､卯学会､不偏足金､戒胡片煙金､医学酋会､大同訳中局､7'R学公会､訳E3公会､女学会のlOt

湖南に方言学会､井学会､邦地学会､不損足会､湘学会､繭学会の6､湖北に究学会､禰ielに不振足

会､広西に盟学会､新加汝に不損足金が役立されている｡

報刊としては､天鰍に r国朋朝J､凶川に r添乳L湖北に r町学報J､湖南に r湘学報J､r湘報.L

上掛 こr通学和人 r腿学報J､r新学報J､rまた成報Jl､r邦字gJI､r実学報J､r革報J､r求過報ム r崇学
報J､r放浪報J､rg和 公金報J､r蘇栴渡瀬Jの12､新江に r蛭LLl報J､広軌 こrLZ:仁和J､決門に r知

新報Jが設立された｡

学盟としては､隣西に励学嘉､江鍬 こ江南疏才学塁､南洋公学2が､湖南に湖南時妨草堂､gI限井

草館の2が､切掛 こ日本横浜中国大同学校が設32:されている.

以上､光柑23年に学会､報刊､学宝は､直軌こ5､江亜引こ24､湖北に2､湖南に10､福祉に1､広

一 280-



立されている｡

光此23年から24年にかけては､学会では､隣西の味控学会､湖南の地学公金､公理学会､広紫の抑

学会､耳学会､公理金が設立された｡

以上､光捲23年から24年に役立されたものは､広東3､湖南2､隣西)であり､3地域に6投32,さ

れている｡

光柑24年には､学会としては､政隷に隣学会､保国会､保洗金､保析会､保川会､脚学会､湘学会､

拘学会の8が､湖南に雨学分金､畢胡学会､致用学会､明達学会､榔州学会､法印学会､任学会､学

朝会､延年会､励志学金､同心金､佼捲金の12が役立されている｡

朝刊としては､出潮に r封学報Jが､EI:掛 こr無錫自認報J､r求我報J､r梅致新税Lr哲年J､r緒
戦日朝J､r中外日報Jl､｢架亜搬入 r昌言報J､r工商学報JIの9が､広矧 こr広智報Jが設立されてい
る｡

学盟としては､北京に京師大学宝､fE掛 こ中国女学豊が､湖北に丘学宝､筏=学豊の2､湖南に叩

州井草学望､実学玉､湖南課史妃の3が､析江に漸江杭州頚学蛇が､広5k-に広州時敏学童が設立され

ている｡

以上､光搬24年には､学会､朝刊､学笠が直禄に10､湖南に15､江薪に10､広卿 こ2､湖北に2､

漸江にl設立されており､6地域に40である｡

ついで､地域別に､学会､朝刊､学塁の設立数をまとめてぼく｡

江勝LIO､湖南3Ⅰ､拡kJ18､広雄8､湖北5､広酋3､新江3､部門3､隣西2､四川1､新加故2､

福祉1､繊浜 1で､計13地域に120設立されていることになる｡

叔後に､これから考えられることを述べて恐く｡まず､地理的には瓜初 1地域であったものが､12

地域に拡大したということである｡ついで､地理的には江蘇省と湖南省とEia省にかたよりが兄られ

るということである｡

それぞれの地軌 こ設立された学会､朝刊､学宝の性格を考案しておけば､江藤省にできたものは､

酉学的･啓蛍約･時印的なものであっ1=｡上海を中心に西欧の影廿が我かったことが考えられる｡

湖南省にできたものは､酋学的･啓蒙的･時IP的･敬治的である｡変法運動が唯一土石化した湖両

省では､西欧の文化をFRり入れて変法自我を釆施しようとした息込みが伺がわれる｡

虹怨省にできたものは､政治約･時ZJT的･西学的である｡矢張り､官僚が多くおり､政治改革がⅢ

輩祝されたと思われる｡

さらに､年代的地空挺仰 こ見た蛸合､学会､朝刊､草堂が瓜も多くの地域に役立されるのは､変法嗣

の光措22年から23年にかけてであり､12地軌こ､60が役立されており､ドイツのJl州碕占領などによ

り､変法の必要性が､各地においてたかまったことが考えられる｡

ついで､光拭24年には､6地域､40であり､その必然性と､それにともなう実施が考えられる｡
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第三節 変法運動への接扶

変法期の学会､報刊､学堂の役立は､やがて変法超勤へと接校して行くこととなる｡

すでに牧扱したように､改詳論としての変法論が､まず唱えられ､それが蛾有鞄を血机とする変法

遊動の脱胎へと発展して行くが､その間にあって､頒布鵜野によって､学会､報刊､学笠が設立され

て行ったのであり､変法超勤と学会､朝刊､学豊の役立は､密接不可分の大きな相関朗孫があった｡

本筋においては､光結10年代に始まる､変法王Bについて､張自牧､貌22､陛丸､称披応､康有ね､

討月岡壬劉こついてます､峨逃して行く｡

ついで､雄有為､質草濁､訂宗同の変法超勤について､略述して行く｡

まず､変法等であるが､光緒10年代の前半には､張自牧が謙会制度に触れ､民気が通じて人心が等

しく11るものと見ている｡①

ついで10年代の後半淑Eiは､その者r危言Jの冒頭において ｢.･･-今日の膏薬はまた広くなくてfi
ならない②-･･･｣と述べ言路の鉄隆を打開しようとしている机 その他彼の考えをまとめれば､明治

鮭新に見習うために議会制度を取り入れ､さらに軍彼処の改革､遷都の野を祝いている｡また西学に

ついて述べ､酉学は中国の学より出たものであり､中学は並､西学は器であると祝いている｡

同じく10年代の後半､淑環に前後して変法論を展鞘したのは､陳札である｡光掛 9年出砺されたId

の哲苛に r治平通故Jがあり､その中に治平三謙･捷世脚韻･救世要訣 ･架逝灸讃･牡dl文略などの

全8怨が収められている｡

この中で最初に砂かれたのは､治平三識であるが､それに宗法謙､封祉活､大一扶諸が含まれてい

る｡まず宗法謡では､朝廷が京子を中心として上意下達することが考えられており､ついで封iB議で

は､EgfLどを復活し召主の独丑を排して三公の意見をはじめとして衆議によって政治を行うことが述

べられており､最後に大一抹講においては､大同世界の-構造が述べられている｡

光帖16年､彼は山TR遜h覗昭に兼逝灸詔と言われる改革寅を提出している｡その那一灸､籾設諾昆

以成下fllにはr･.--札は､欧米欝戦の道は､諸政院で､上下の情を並ずることにあると王17う｡･--｣tS)

と述べられており､欧米の宙態の芯が議院において上下のfllがiEIi;合う所にあると彼が考えていたこ

とが知られる｡また第2条で 1̀､人材を収めることが述べられている｡①

また経世頚議では一錠制の議会が述べられている｡さらに救世空論では､｢･.･･-県は各々課抗を3て
け､大ZPは典識して行う･･････⑤｣と述べられており､州県にも諾屍を設け､討議してgrを進めようと

していることが知られ､以上の二着を適して制度の改器の一環としての識会制度の変通が彼の改革論

の頚輩な'&兼となっていることがわかる｡

また､馳札の学問論は､西洋の声名文物と浩子とを結合させているが､まだ洋務的な内容に留ま一.

ていた｡洋軟論の払拭された変法論が現れるのは､日柄搬-ql後である｡

称岨応は､眺札の野述に前後して光雌19年 r盛世危言Jを掛 ,ている｡その議院上の項目で､彼は､
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｢････-讃段は､改印を公はする院であり､衆恩を非め､雑益を広め､人を用いて､政治を行い公法

に至るのは､恥 こ良い恵であり誠に奨しい--｣⑥とも｢･.-･･公法をかりて､大局を維持しようと思

ぅILら､まず､諸抗を設立して民心を固めるべきである･-.･｣⑦とも述べており､欧米では､識院が

政tqを公壌する蛸であり､純忠を娘め衆益を広めることが考えられており､万国公法を締りて大局を

維持しようとするならば､まず議院を設けて民心を隠める必要が浪かれている｡

また､郷税応は商人出身であり､上海の商人層のグJL,17'に所属して女等宝の成立にも協力した､

鮮岨応の蛸合は今までの斡者の輔に官投の出身ではなく､彼自身新興庶民の立脚 こ立ち､広く民侶

からの選挙を説き､外交と漣院を頚祝し､ここに始めて議会制度が軌iUに乗ったと言える｡また称故

応の西学のうち天文､地学は洋務的であり､人草 (詔 ･文学)は洋務的､変法的であり､その西等

掛 土器に辺を耳するものであり､拝聴論が辺と器を対立させ､変法'GがiBと器との合一をはかったの

に対し､彼の鴇は､両者の媒介をなすものと考えられる｡

つぎに称扱応と前後して活躍した艶蛾の改革絵について見て行く｡掛i｢･･･.･･西洋が長している所

l の臥 中尉 畷 している所の臥 す肋 ち並と苛はそれぞれ絹えて態に用いる････.･｣⑧といい､西経

においては政が長じていること､中国においては教が長じていることを共に認め､内政をfB祝して､

並すなわち中国の数学と器すなわち酉政との兼錨を説きさらに器を ｢理｣､｢原｣と見て器にjBを碑し

て､古を糖える復古と西洋を師とする推薪を唱えた｡廉Aの論は､まさしく変法韻と言えるであろう

し､Rl器合一の頗有為の変法絵の前提となるものであった｡しかし彼の酉学はほとんど雑務的な考え

方に鮒まっているといわざるを御ない｡

康有為になって､変法論は､滋と苛の合一を唱えるに至った｡蛸有為によれば､西洋の教義は､縫

l 兼の掛 こT3合し､軽我を媒介として､西洋と周又は舞丹三代の復古と範を西料こ破る推新が完成し､

ここに岩槻をもって法を変ずる立藩政体の樹立が意図されたのである｡

史啓道もr晴代学術故筈Jの中で ｢康有為の言う改制とは､一棟の政治革命､社会改造の意味であ

る｡ゆえに､好んでr三枕を適すjと言ったが､三枕とは､茨･鮫･周三代が､それぞれ児なってい
て､時代にしたがって噂難し､あるいは改革すべきことを言うのである｡好んで r=世を張る.1と言っ

たのは､三世は､拠乱 (みだれた)のLLr･升平 (やや治まった)のLtl､太平の世と､改革すればする

はど進化することを言ったのである｡康有為の政治上における r変法維新Jの主軌 土､じつにこれに

もげ くのである｣⑨と言っている｡

すなわち頗有為は､ビ-タ-大帝の心を心法として､明治の軟を教法として変法を行なおうとした

のである｡I897年 (光捲23年)の第5上軌 こおいて､彼は､変法の瓶呼を､明治維新に習って､笛凶

を謀り､国是を定め､群才を兼め､庶政を諦することとしている｡また､翌年の郡6上軌 こおいても

明治継VTに習って､国是を定め､上8処を設け､制皮局を開くことを上重し､その中でも制度局が密

接において億も東野なものであるとしている｡さらにEl本の明治鮭新を見習うために光柁24年5月に

は､日本の政治哲の輔訳を唱えた｡
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頗有為の弟子架啓滋は､彼の著した r西学番目我 (附録酋学令法)J､r西学藩やJIをとうして西学

の前出となる西政の存在と酉学をもとにした制度の改革の血蛮性を精紡した｡

柴啓瓜は､自らの行動を評価して､｢みずからr変法庇譲JをE･わして､弊政を批判し､これが救

坊津としては､けっきJ.く科-Sを庚止し､学校を興すべきであることを主張した｡またっねに r民掘

削 を唱えたが､ただその輯=Eを紹介しただけで､公言はしなかった｣⑩と r前代学術概副 に述べ

ているが､ここでは､科挙制の改革と学校制度の改制､それにもとすく民格論の発展を意図していた

ことが知られる｡

最後に頗有為の弟子である討嗣同について､触れて正きたい｡

3[罰同は､湖南省劉取県の大沖の家庭に生まれ､日清戦争頃までは､懲戒の統番人のように科挙に

及訳しようとして､考拠詞頚の学を学んでいたが､日柄戦争を境として､科挙のための学問を捨て､

変法のための実学を学ぶようになった｡掛 こ王船山の ｢無共馴 J無共乱 ①を変法の槻木とし､｢並

は必ず掛 こよって､突用を石するのであり､空疎無物の中でなけれは､いわゆる道はない｣⑫とか ､

潔 (酉学)が体であり､並 (中学)が用であると考えるに至った｡彼の考えは､礎石あの辺器合一論

を空に越え､従来の逝器'd̂と全く逆の立場を放ることになった｡

評言同の出身に対して経文浦は次のように言っている｡即ち ｢3[罰同系は開明的な宙商から転化し

て較本家となった者達を代表しており､彼等は､官鮫や文士の風習に比較的染まっておらず､鉱戦の

鵬井に野手して迅速に大利を牲柑しようとしており､だから思想上にあっては､皮有系に比べてラディ

ヵルである｣⑬というのである｡また御節 】の変法思想については､rElT7棚 争によって､討崩同が

刺激され先tnして新字を提唱した｡当時の広南製造局訳の自然科学恐､広学会訳の外国歴史や政治及

びキリスト教神学により､新知識を身につけ､更に､旧い任学､老荘学､仏学を加える市によって､

変法の理論体系棚 状し､維新運動時期の第一流の思想家になった｣㊥と述べている｡

すなわち彼の友人には､架啓超､文官佑などがおり､安啓超を血して蛾有為の学問特に公羊学､大

同説に触れた｡またILh教師ジョン･フライヤーの榊 を受けキリスト教や格数に分ける阻C.を深めた｡

さらに彼は居士椴文金とも出会い､仏教の教えを受け､仏教をlIコ心として公羊学燕である康有為の太

平､大同説やキリスト教､梅致 (自然科学)を変革の思想とし､中国のみならず世辞の人を救おうと

したのであった｡その場合､救人の根本は政治の改$lこ置かれたのであった｡

棚 同は､前人が鵬 は盗む者であると述べており､⑬また下限条約により台市を失なったことに

対してはいたく悲tnしている｡⑳統治形式については､肺 為力噂 民同治を主としているのに対して

神罰同は民主を王としている｡

すなわち1896年に省かれたi!1月同の主著 r仁学Jに ｢生民の初め､もともといわゆる君臣はなく､

肯民であった｡民が治めることができず､治める時間もないので､共に一民を挙げて君主とした｣①

とも｢日中に共にこれを革げ､夕方に共にこれを廃す､君という掛 土民のために印を井ずる者であ

る｣⑩とも述べられており､もともと君臣の別はなく君は民のために民の-Ilから運ばれたものであり､
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それを廃してもかまわないし､君たる省は､民のために問RZiを解決すべき者であると考えているこ

とが知られる｡

また彼は､r仁学い こおいて､利殻､考拠､持車の学､君縦､倫常､天､仏法などの網指を衝決す
ることを述べているが､小野川氏も｢網確を衝決するとは､網の目を突き破り､心線､政治を問わず､

ぁらゆる拘束をfT敵することであって､亡学の板木思想である｣⑳と述べておられる｡

また､守旧派に対しては頗有鵜は妥協的であるが､神前同は闘争的であるとして､縄文潤はあらま

し次のように言っている｡すなわち神罰同は放有為の所から出て湖南の維新遜動にあって､極左の一･

派をなしたが､決して改良主我を出ることはできなかったし､満州挟治を憎んではいたが反満の決心

には欠けており､改良主我はどんなにラディカルになっても総体としては軟弱であったとしている｡⑳

以上から変法運動で点もラディカルであったのは､苫甲嗣同であったが､彼も改良主我の限界を超え

得なかったことが知られる｡

ついで､頗有為に始まる変法遊動の展開の実態について簡恥 こ触れて置く｡変態運動は､学会､草

堂､朝刊の設立との相M]朕】係の面から把握することができると思うが､これらに非常に大きく関係し

たのが､これら述べようとする頗有為､梁啓超､討嗣同である｡

まず雄有為から述べて行く｡梯有鵜はすでに､1888年 (光緒14年)に第1回の上哲をなき､変法を

説いている｡ついで､1895年 (光緒21年)に著名な革人1.300人余による公雄上智を行い ｢拒和､遷

都､変法｣を要望したが､途中で阻まれ光輔帝まで達しなかった｡しかしこれを戒してBf有抱の政治

運動は全国的なものとなった｡ついで同年に出された第3上菅Fは上聞に達した｡その後まもなく披け

エ部主ZJFとなったが､節4上軌 ま却下され､彼は方向を多角化して学会の創設を行うことになる｡

まず1895年 (光緒21年)7月と9月に正教師の影廿を受けて北京と上鰍 こ強学会⑳を設立するが弾

劾され､禁止されている｡その後もいくつかの学会を設立したが､1896fF-(光維23年)11月ドイツの

牒州朽占領が起きると頗有為は､ rEl本変改考j･r俄大役'firl変改妃Jなどを皇帝に上里し､第5･第

6･第7の上村を出し､翌年3月には保国会を組擬している｡

っいで､4月に光緒･7W ､変法国益⑳の言召を出すに及んで､掛 蛸 哲帝京上行走に任ぜられ､桜槌

的に戊成変法の実施に当ったが､やがて政変により､日本に亡命して､変法迎動は､一応終結を見る

こととなった｡

頗有為の弟子梨啓超は一時テイモシー-リチ十-ドの秘恕となり､北京戟学会､上海態学会に参加

し､それが帝劾されると､上梅強学会の後身､r時我軸Jの発行に当り､併極的に啓崇活動を挽け､

光拙23年には､湖南省の時務草堂の捻教習に任ぜられ､評I,q同､店才常と硝学会を創設し､湖南の変

法遊動に大きく各与した｡変法国是の後､4品那 rZ鮒 京上行走に任ぜられ変法⑳の実施に当,たが､

やがて政変により細石潟と料 こEl本に亡命した｡契啓超の友人である評嗣同は､湖南省に井草格故地

の開設や､胡山開発の意図を持ち､発啓超や､店才常と共に繭学会を創設し､湖南変法遊動を磁極的

に遂行した｡変法国是の後に､契啓超と同様に､4品卿罪模索京上行走に任ぜられ､変法実施に当っ
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たが､政変の時､自らすすんで鰍 こつき｢各国の変法は流血によって成されないものはない｡今日･P

国ではまだ､変法のために流血した者を聞いていない｡この国の昌んでない理由である｡ここに自分

がいる.即 妙 ら始めてはしい｣⑳と言って処刑された｡

今まで､元号末変法論の概tu､将来変法超勤の展8削こついて述べて来たが､戯後にそれらをまとめて

疋きたい｡

まず､楢未変法-dlAの概椴においては､拝聴論から変法論を経て革命論に言及した｡すなわち洋務韻

も変法論も共に改革論であるが､前者が軍備を韮祝し､外国の機器を耽り入れ中休西用論をPtIえたの

に対し後者は､内政を並祝し､政治の革新､制虻の改革を唱えるもので前者に比べて-妙進んでいた｡

しかし､その思想は､満胡支配体制の僧定､習民合治､改構不分が前槌であったので､滅満興轟を唱

える革命派と対立し､滞命派にと.)て代わられた｡

つぎに清兼変法論の展開についてまとめてJT泣く｡弓長日牧も淑茂も議会制について述べているが､敷

設は中学を逝とし西学を器としている｡陳札もまた諸掛 こついて述べているが制虻の改掛こも目をつ

けていることにより変法論の最初と見倣される｡彼の学問論は､坪野的な内容を持っていた｡

幹也応は､民IはI人としての戯初の変法論者であり､謙院により民心を固めることを述べており､役

によって積金制度が軌並に乗ったと言える｡彼の西学椴は器に滋を頂するものであり､iBと器を対止

させる洋鞍論と逝器を合一させる変法論の媒介をなすものであった｡

眺畑は､西洋の長ずる政を経軌 こ附会させて肯定している｡すなわち内政を慈祝して､逝 (中学1

と-X･(酉政)の雅備さらには､掛 こ芯を萌して､古を将える復古と西洋を師とする推新を唱えた｡ こ

れはiB器合一の蛾有為の変法論の前蛭となるものであった｡しかし彼の西学はまだ洋砺的であった｡

放有為に至って滋と器の合一が唱えられ､経巻を媒介として､西洋と周又は夷舜三代が結合され､

粗砕三代の復古と範を西洋に取る維新が完成し､君権変法の立権政体が忠図された｡彼はまたビーター

大帝の心を心汝として､明治維新に習って国是を定め､上智処を設け､制皮局を開くことを上重し'L-

おり､中でも制皮の改革のEPJL､となる制皮局を琉祝した｡

紫啓超は変法の本源を官制と学校と見て居り､西学の前提となる西軟の存在と西等をもとにした制

度の改革を述べている｡すなわち科挙制の改誰と学校制度の改制それにもとずく民臓論の発展を意図

した｡

訂嗣同は､器 (酉学)が体であり､避 (中学)が用であるとして従来の逝器論と逆の立切をとった,

彼は仏教､公洋学派の大同説､キリスト教､格敦などにより､変誰の思想を創出し､君横主我を攻増

し､変法派のLPでは由もラディカルな考えをもっていた｡

叔後に桁末変法遊動の展開についてまとめておけば､頗有鞠は､上村遊動のみならず､学会学望･主

設立し､戊成のVr政に参加した｡柴啓在日土成有為の弟子となり､リチ十一ドの秘町ともなって変法il

想を身につけ､学会､草堂､新聞社を設立し､湖南省の変法超勤にも寄与し､戊戊の新政に参加した｡

苛嗣同は､資本主我的な企業を意図し､学会､学童､新聞社役立に弊力し､戊成の新政に参加した｡
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第四節 ま と め

第六茸では､まず､第-節で､年代的･地理的拡大､変法運動への接掛 こついて概観した｡

節二師では､まず､年代的拡大について考案した｡年代的は死罪としては､光緒19年には1つの学

生が生れ､光佑2I年には､学会､朝刊､学重は7となり､光緒22年には5､光祐22-23年にかけては､

13､光措23年､即ち戊成変法の突施 1年前には､50の学会､和妃､草堂が生れ､ビ-クとなった｡光

捲23-24年にかけては､6､光稚24年には､Ll0が設立されている｡

学会の股立については､光描23年､近年にピークが見られ､変法鼓吹に一定の役割を果たした｡fSZ

虎や学笠では､光拙23､24年の変法実施以前にど-クが見られ､前者では､変法思想の冨伝､後者は､

変法との人材の育成に一定の役割を果した｡と考えられる｡

以上､年代的には､突放t年前にど-クを迎えたことが知られる｡

ついで､地理的拡大については､光拷19年には､湖北に1つ生れ､光描21年には､2省に拡大し､

光拷22年は2省､光拙22123科ま8地域に拡大し､光紡23年には､12地軌 こ拡大し､ビ-クを迎えた｡

光祐23-24年には､3省､光結24年には6省になった｡

以上から､地理的には光維23年の12地域がピークであることがわかる｡その理由は､変法の必要性

が各地でたかまったと考えられる｡

地理的に学会､報蛇､学盟の設立状況を見ると､江斬省40､湖南省3l､班隷20､広凍8となってい

る｡

fE蘇省に学会等が多いのは､上軌 ま外国に脱かれており､ヱ教師なども多かったことが考えられ
る｡

湖南省は､変法遊動が､北京､上海以外の地方において唯一土訂化した所で､多いのも当然と魁わ

れる｡

北京は､首都であり､役人も多く､変法運動の一つの中心となっていた｡

食後に､年代的･地理的にも光描23年にピークを迎えている｡

邦三崎では､まず額自牧､瀦讃､陳札､称扱応､蟻有為､架啓超､市胃同の変法論について述べ1こ.

そこでは､議会制皮が依り上げられ､樺有為に至って､明治維新に見習って国是が定められて行くこ

とである｡

変法運動では､蛾有為､繋啓超､3Z買同共､学会､報蛇､学生の設立に尽力している｡そして､こ

れらの役立運動が変法運動へと連携して行くことになる｡

学会､報蛇､草堂の忠魂の一つとして､それらの年代的地理的拡大により､変法思想が普及され､公

法体制が邸傭されたと考えられる｡
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結 論

まず､序論から第六牽までを総括して､変法期における学会､報刊､学望の役割を明らかにし､つ

いで､今後の展望をして破く｡

序論においては､変結婚]における学会､報刊､学宝の研究をすることにより､変法運動を解明し､

究極的にrP国近代史を解明する意図を明らかにした｡

節一章においては､学会については､その性格として､政治的･啓態的･西学的･儒学的な性梅か

Nl出されたが､学会､報刊､学盟から抽出された性格は､学会の性格を含みつつも､さらに広い意味

が見られる｡

すなわち､政治的なものは､時IJl的政治的となり､啓崇的なものは､その内等が多岐にわたり､商

学的･儒学的なものは､それを含んで､教rfL 学問的に内容が拡大されている｡また､これらの学会､

報刊､学宝の設立遊動が､変法超勤を経ての戊成変法に遜らなって行った｡その結果､中国の近代イt:

に一定の役割を架した｡

さて､これらの学会､朝刊､学堂の設立運動が､北京､上海､湖南などの変法遜勤を患起し､それ

を背瓜として､光綿布のいわゆる ｢明定国是｣が行われ､変法派の人たちが､豊月は れ､戊成の六習
子を中心として､戊成変法に参加することとなるが､このことは､すでに別の論文で述べた｡①

そして､西太后の訓故により､光紺帝以下の戊成の六君子を含む､変法派の官僚達が群圧されるこ

ととなった｡しかし､中国近代史の中で､変法遊動を位疋づける時､北京大学の創設や時務等宝のが

加省の中に､自立三拝起我を経て､革命迎動参加者が出たこと､ r時横軸JIを也忍､毛沢凍､林語生野

が読んでいたことなどを合わせ考えると確かに一定の役割を果たしたと言えるであろう｡

郡二費においては､教育 ･学問的組轍としての学会､朝刊､学生について検討した｡すでに見たよ

うに節一節では､全体的な機械を行い､第二節では､西学の受容を通して､中国を近代化し､独立盲i

敬の国家たらしめんとした組轍を解明した｡

そのため､学会としては､出学会を放り上げたが､欧米､日本風の近代的Bt法､車重､牧畜など1.;･

中国に取り入れ､中国を独立有髄の国としようとしたことを明らかにすることができた｡章抑)として

は､ rJ:3学報Jと r招致新報JIを取り上げたが､前者では､欧米､日本風の近代的な虚業､薙頚､牧

畜などを中国に取り入れ､中国近代化として､独立富強の国としようとしていたことを解明した｡'e:

者では､中国人に自然科学の学問と教育を過して､人材を蕃成し､中国の近代化に役立てようとし~:

いたことが明らかになった｡

学生としては､時務学童と京師大学生を取り上げた｡荊省は､中学を遊木に洋学を学ばせるもので

あり､厄接的には､湖南省で近代的･民権的な教育で官吏を凄成しようとしたものであり､自立3iY日

並を過して､中国の近代化､串亥誰伽こ一定の役割を果したと考えられる｡
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後者は､国家有用の官更の蕃成により､中国の近代化に朝棲的に役立たせようとしたものであり､

正式に発足するのは､光柑32年 (1906年)であるが､時代の変り目ごとにそのあり方が注目されてい

る｡

第三節では､女子教育の一環である中国女学笠を取り上げた｡その意図は､偶数を遵守する女子政

市を行い､中国の女性の搬利を日光させ､人材茸成を富国強兵の一環としようとしたものであった;

第四節では､蛍等公会､ r蛍学報Jを取り上げた｡前者では､教育者考成による人材の育成が考え

られている｡後者では､総合的･近代的な教育の雑誌として､変砧遊動のみならず､中国の近代の弓k

背の遊jJiにも彫書を架たしていると考えられる｡

耶五節では､実学的教育の組輔として､杭州毒草蛇を取り上げた｡表学館は､戊成政変後も存欲し､

杭州や析江､福祉などの蚕発の発展に寄与し､中国の近代化と富戦に一定の役割を果たしたと考えら

れる｡

第六節では､中学的酉学的細轍の塑学会を取り上げた｡その恵我は､人材の育曲 こより､広酉省の

近代化に一定の役割をRlたしたと考えられる｡

諦三軍では､啓蒙的拙府を取り上げた｡第-節の概掛 こついで､第二節では､戒鶴片健全が人体を

大切にする啓蒙的な役割と労働力を確保し､中国の富強熊に寄与するような挫折的な側面をも持って

いたことを明らかにした｡

郡三師では､女性のための啓毅的な地獄である不慮足金を放り上げ､女性解放と労働力の確保に上

る中国の近代化､独立富強を意図していたことを明らかにした｡

第四車では､時印的政治的組感を取り上げた｡まず､第-節の横臥 こついで､第二肺第-項では､

北京戟学会について検討した｡北京難学会は､法学会､報刊､学壁の先駆をなすものであり､変法イI

意図し､政治的･啓蛍的､学問的性格を抱合し､後に北京大学に併合され､変法超勤ならびに､中id

の近代化に大きな役割を果たしたと考えられる｡

節二項では､上編範学会を考群したが､この学会は､変法日独を意図し､志士の染中､人材の獲成

を行い､ r時新報Jとなり､中国の近代化に-定の役割を果たしたと考えられる｡

第三rlnでは､上海載学会の胤渦紋 r戟学報.[を考蒸した｡その忠図は､変法の戟吹により､近代的

な国家を作ろうとした所にあったと考えられる｡

第四TJnでは､南学会について考案したが､湖南省変法運動の中心的役割を果たした｡湖南省は､許

法超勤が､北京､上雨を除き､地方において､唯一土着化した所であり､中国の近代化にも一定のも七

割を来たしたと思われる｡

邦五項では､ r時秋和Jlについて考案した｡が､その志筑は､変法の鼓吹にあり､中国放初の近代

的雑誌となり､曲fB､毛沢架､林語豊にも影苛を与えた｡

第六項では､ r湘報Jを考案した｡その意幾は､変法鼓吹による､湖南省ならびに中国の近代化.こ

一定の役割を果たしたと考えられる｡
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郡七qlでは､ r国糊報JIについて考案した｡その忠森としては､国内の上下の杓を通じ､内外の.T4

交を通じて､各人が主体的､合理的に中国を亡びから救い､立窯君主制を行うことが唱かれ､当時の

中国人に大きな啓毅的な役割を!Rたしたと考えられる｡

第八項では､湖南課吏蛇について考蒸した｡その意袋は､変法思想の普及を背舟とした､東学の!Y

催により官吏の再教育にあり､変法思想が椴づいた湖南省独自の枚的であった｡架啓超は､中国両雄

が分割された時､食族院にしようとした｡

第三節では､外国62時=こ反対する政治組感として､保国会について考黙した｡その悪銭は､ドイツ

のJZ州市占領後､中国分割の危機の中で､強学会の再生として､Eg土を保存しようとした所にあり､

中国最初の地主の圧力政治艮体であるとも考えられている｡

苅五平では､変法期の社会捷折的背負について考泰し､湖南省における､近代fl木立親産藁の恵図

と実施を解明した｡

郡六車では､郡二帝で､年代的拡大について明らかにし､年代的には変法一年恥 こ､ピークを迎え.､

学会､報刊､学豊が戊成変法を怒起するのにあずかって力があ.)たことを解明した｡また､地理的に

は､開港地上海を含む江載省､変法運動が唯一土苛した湖南省､首擬であり､変法運動の中心とIEっ

たtEi湖にかたよりが見られ､いずれも､変法一年前にピークを迎え､変法運動を惹起するのにあずか.?

て力があったといえる｡

第三節では､変法運動の展的過程を変法論から学会､朝刊､草堂の設立運動､戊成変法への流れ～

して把握できた｡

以上を威して､学会､報刊､草堂の設立運動が､変法運動を適して､戊成変態を惹起する契煉とな･I

たこと､究榔 恥 は､中国の近代化にあずかって力b.Lあったことを明らかにした｡①

以上が､本論文のまとめであるが､以下の展望が可能であると思われる｡すなわち､すでに考察し

たように､このように展開した学会､報刊､学豊の役立運動は､光描帝の戊成変法の実施に結実して

行ったが､やがて西太后の訓政によって､坐折させられた｡

しかし､京師大学生は､北京大学として､再生し､r丘学報Jも存焼し､特砺草堂出身者が多くが

自立軍虐液に拳加した｡

同虐殺は､未然に発光し､失敗したかに見えたが､やがてその中から非命派に転ずる者が出て､7.;

命遜動に参加したことも､また､変法則における学会､朝刊､学宝の設立の影廿ということができよ

う｡
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